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１【提出理由】

 平成30年６月22日開催の当社第94回定時株主総会において決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条の

５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２に基づき、本臨時報告書を提出するものであ

ります。

 

２【報告内容】

(1）当該株主総会が開催された年月日

平成30年６月22日

 

(2）当該決議事項の内容

  ＜会社提案（第１号議案から第４号議案まで）＞

第１号議案 剰余金の処分の件

期末配当に関する事項

当社普通株式１株につき金38円

 

第２号議案 定款の一部変更の件

株主総会の運営における柔軟性を確保するため、現行定款の第15条（株主総会の議長）を変更する。

また、現行の経営体制を踏まえ、その役位をより明確化するため、現行定款の第25条（執行役員およ

び役付執行役員）第②項に、会長執行役員を追加する。 

 

第３号議案 取締役８名選任の件 

取締役として、岡藤正広、鈴木善久、吉田朋史、小林文彦、鉢村 剛、村木厚子、望月晴文及び 

川名正敏を選任する。 

 

第４号議案 監査役１名選任の件

監査役として、土橋修三郎を選任する。

 

  ＜株主提案（第５号議案から第６号議案まで）＞

第５号議案 定款変更の件（自己株式の消却）

株主総会において、自己株式の消却に関する事項について決議することができる旨の条文を新設す

る。 

 

第６号議案 自己株式消却の件

保有する自己株式のうち、１億株を消却する。 

 

 



(3）当該決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要件

並びに当該決議の結果 

＜会社提案（第１号議案から第４号議案まで）＞

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件
決議の結果

（賛成の割合）

第１号議案 12,113,758 6,277 2,707 （注）１ 可決（98.82％）

第２号議案 12,086,017 34,055 2,707 （注）２ 可決（98.59％）

第３号議案       （注）３  

岡藤正広 11,621,198 495,952 5,511   可決（94.80％）

鈴木善久 11,676,152 441,000 5,511   可決（95.25％）

吉田朋史 11,874,577 242,575 5,511   可決（96.87％）

小林文彦 11,691,920 425,232 5,511   可決（95.38％）

鉢村 剛 11,753,778 363,374 5,511   可決（95.88％）

村木厚子 11,915,724 204,234 2,707   可決（97.20％）

望月晴文 11,908,699 211,259 2,707   可決（97.14％）

川名正敏 11,917,773 202,185 2,707   可決（97.22％）

第４号議案       （注）３  

土橋修三郎 11,980,839 138,849 2,707   可決（97.73％）

 

＜株主提案（第５号議案から第６号議案まで）＞

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件
決議の結果

（反対の割合）

第５号議案 3,032,213 9,070,742 19,275 （注）２ 否決（74.00％）

第６号議案 - - - - -

 

 

（注）１．議決権を行使することができる出席した株主の議決権の過半数の賛成です。

２．議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席及び出席した当該株主の議

決権の３分の２以上の賛成です。 

３．議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席及び出席した当該株主の議

決権の過半数の賛成です。 

４．第６号議案は、第５号議案の承認可決が前提となっておりましたが、第５号議案が否決されたため、議案と

して取上げておりません。 

 

(4）議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

 本総会前日までの事前行使分及び当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できたものを合計したこと

により、会社提案は可決、株主提案は否決の要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本総会当日出席の

株主のうち、賛成、反対及び棄権の確認ができていない議決権数は加算しておりません。

 

以 上

 




